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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

ホシガレイは希少な魚類で市場価値が高く、漁業者から種苗放流による資源添加への要望が高

いことから、県では種苗生産技術の開発に取り組んでいる。平成 30 年度に初期飼育に導入する

ことで好結果を得た「24 時間照明」、「ワムシ高密度給餌」、「飼育初期の水温調整」による

飼育を平成 31 年度（令和２年１月～）にも実施し、前年度に続き、従来よりも高い生残率を再

現することができた。 

（１） 飼育手法は平成 30 年度と同様とし、「24 時間照明」、「ワムシ高密度給餌」、「飼育初

期の水温調整」の３点について従来と異なるものとした（表１） 

（２） 30 トン水槽３面に収容したふ化仔魚 29.3 万尾から、12.5 万尾の稚魚を生産した（表２）。 

（３） 初期生残率の平均値は 42.8％で、３面の生残率にばらつきが小さく、前年度に続き、従来

よりも高い生残率を再現することができた（表３）。 

 

２ 期待される効果 

（１） ホシガレイの大量生産・大量放流が可能となり、安定生産に向けた手法の検討及び放流効

果の検証が進む。 

（２） 得られた成果は、生産技術手法としてマニュアル化することができる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 種苗生産に係る研究者、種苗生産機関 

 

４ 普及上の留意点 

（１） H30 年度の一部及び H31 年度に使用したふ化仔魚は、東北水研宮古庁舎から提供された受

精卵によるものである。 

（２） 良質な卵を得るための親魚養成技術開発に取り組むとともに、自家採卵で得られたふ化仔

魚を用いての大量生産及び生残率向上の要因を解明する必要がある。 
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表２ ホシガレイ飼育成績（H31 年度） 

表３ ホシガレイ飼育初期の生残率比較 

表１ ホシガレイ飼育手法の比較 

項目 新手法 従来手法

24時間照明
6～10日齢の間、
24時間照明あり

（水面照度10～900 lx）
夜間照明なし

ワムシ高密度
給餌

20日齢まで止水
（ワムシ高密度飼育）

（10個体/ml）

5～6日齢以降
注水あり

飼育初期の
水温調整

卵管理水温（10℃）から
6日齢までに

16℃となるように昇温する

　　　卵管理水温（10℃）から
　　　4日齢までに12℃とし、
　　20～26日齢に15℃まで昇温する


